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赤外線分光器は液体窒素温度以下に冷却して運用されるのが通常であるが、観測波長を近赤外の短い波長域に限
る場合、周辺熱背景光ノイズを検出器の読み出しノイズ (5− 10 e−)相当まで下げることが可能となり、可視光装
置と同様に常温環境下に設置する「非冷却赤外分光器」が原理的に可能となる。それによる利点として: 1)製作・
メンテナンスの容易性、2) 開発期間の短縮、3)関連予算の削減、などが挙げられる。そのような赤外線分光器は
過去から提案されてきたが (e.g., Joyce et al. 1998)、周辺熱背景光を十分下げることができず、実現できていな
かった。我々は、ついに波長域 0.9 − 1.35 µmの高感度な非冷却近赤外高分散分光器WINERED (Rmax = 28, 000
: WIDEモード、80,000 : HIRESモード)を開発した (詳しくは本年会小林、池田の発表参照)。WINEREDは、
検出器と結像カメラ以外の光学系すべてを常温下に設置した構成で、独自開発のサーマルブロックフィルタと検
出器にHAWAII-2RG 1.7µm cut-offを用いることで、観測波長以上の周辺熱背景光を遮断している。WINERED
の数年に渡る熱背景光の外気温度依存性の解析により、観測波長内 (λ < 1.35 µm)の背景光はモデルで期待され
た通り僅かな値であると同時に、観測波長以上 (λ > 1.35 µm)の背景光は設計通りに完全に遮断できていること
を確認した。一方で、外気温度に依存しない迷光成分も若干存在していることも分かった。迷光源の特定とその
除去がさらなる高感度化へ向けた課題となるものの、全周辺熱背景光によるノイズはすでに目標値 (< 10 e−)に
達しており、WINEREDで初めて高感度の非冷却赤外線分光器が実現できたと言える。


